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【Ⅲ－２ 医療における ICT の利活用・デジタル化への対応－⑦】 

⑦ 情報通信機器を用いた服薬指導の評価の見直し 
 

第１ 基本的な考え方 
 

オンライン服薬指導に係る医薬品医療機器等法のルールの見直しを踏
まえ、外来患者及び在宅患者に対する情報通信機器を用いた服薬指導等
について、要件及び評価を見直す。 

 
第２ 具体的な内容 
 

１．外来患者に対する情報通信機器を用いた服薬指導について、服薬管
理指導料に位置付け、要件及び評価を見直す。 

 

改 定 案 現   行 

【服薬管理指導料】 

４ 情報通信機器を用いた服薬指導

を行った場合 

イ 原則３月以内に再度処方箋を

提出した患者に対して行った場

合            45点 

ロ イの患者以外の患者に対して

行った場合        59点 

 

［算定要件］ 

注３ ４については、情報通信機器を

用いた服薬指導を行った場合に、

処方箋受付１回につき所定点数

を算定する。ただし、４のイの患

者であって手帳を提示しないも

のに対して、情報通信機器を用い

た服薬指導を行った場合は、４の

ロにより算定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【薬剤服用歴管理指導料】 

４ 情報通信機器を用いた服薬指導

を行った場合        43点 

（新設） 

 

 

（新設） 

 

 

［算定要件］ 

注３ ４については、別に厚生労働大

臣が定める施設基準に適合して

いるものとして地方厚生局長等

に届け出た保険薬局において、別

表第一医科診療報酬点数表（以下

「医科点数表」という。）の区分

番号Ａ００３に掲げるオンライ

ン診療料に規定する情報通信機

器を用いた診療の実施に伴い、処

方箋が交付された患者であって、

別に厚生労働大臣が定めるもの

に対して、当該処方箋受付におい

て、情報通信機器を用いた服薬指

導を行った場合に、月１回に限り

所定点数を算定する。この場合に

おいて、注４から注10までに規定
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［施設基準］ 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除） 

する加算は算定できない。 

 

［施設基準］ 

九の二 薬剤服用歴管理指導料の注

３に規定する保険薬局の施設基準 

(1) 情報通信機器を用いた服薬指導

を行うにつき十分な体制が整備さ

れていること。 

(2) 当該保険薬局において、一月当た

りの次に掲げるものの算定回数の

合計に占める情報通信機器を用い

た服薬指導の算定回数の割合が一

割以下であること。 

① 区分番号１０に掲げる薬剤服

用歴管理指導料 

② 区分番号１５に掲げる在宅患

者訪問薬剤管理指導料 

 

九の三 薬剤服用歴管理指導料の注

３に規定する厚生労働大臣が定め

るもの 

原則三月以内に区分番号１０に掲

げる薬剤服用歴管理指導料１又は２

を算定したもの 

 
２．在宅患者に対する情報通信機器を用いた服薬指導について、算定上

限回数等の要件及び評価を見直す。 
 

改 定 案 現   行 

【在宅患者オンライン薬剤管理指導

料（在宅患者訪問薬剤管理指導料）】 

［算定要件］ 

注２ 在宅で療養を行っている患者

であって通院が困難なものに対

して、情報通信機器を用いた薬学

的管理及び指導（訪問薬剤管理指

導と同日に行う場合を除く。）を

行った場合に、注１の規定にかか

わらず、在宅患者オンライン薬剤

管理指導料として、患者１人につ

き、１から３までと合わせて月４

回（末期の悪性腫瘍の患者及び中

【在宅患者オンライン服薬指導料 

（在宅患者訪問薬剤管理指導料）】 

［算定要件］ 

注２ 別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保

険薬局において、医科点数表の区

分番号Ｃ００２に掲げる在宅時

医学総合管理料に規定する訪問

診療の実施に伴い、処方箋が交付

された患者であって、別に厚生労

働大臣が定めるものに対して、情

報通信機器を用いた服薬指導（訪
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心静脈栄養法の対象患者にあっ

ては、週２回かつ月８回）に限り

59点を算定する。また、保険薬剤

師１人につき、１から３までと合

わせて週40回に限り算定できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［施設基準］ 

（削除） 

 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

【在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料】 

注１ １及び２について、訪問薬剤管

理指導を実施している保険薬局

の保険薬剤師が、在宅での療養を

行っている患者であって通院が

困難なものの状態の急変等に伴

い、当該患者の在宅療養を担う保

険医療機関の保険医又は当該保

険医療機関と連携する他の保険

医療機関の保険医の求めにより、

当該患者に係る計画的な訪問薬

剤管理指導とは別に、緊急に患家

を訪問して必要な薬学的管理及

び指導を行った場合に、１と２を

合わせて月４回に限り算定する。

問薬剤管理指導と同日に行う場

合を除く。）を行った場合に、注

１の規定にかかわらず、在宅患者

オンライン服薬指導料として、月

１回に限り57点を算定する。この

場合において、注３及び注４に規

定する加算並びに区分番号１５

の６に掲げる在宅患者重複投

薬・相互作用等防止管理料は算定

できない。また、保険薬剤師１人

につき、１から３までと合わせて

週40回に限り、週10回を限度とし

て算定できる。 

 

［施設基準］ 

十一の二 在宅患者訪問薬剤管理指

導料の注２に規定する施設基準 

区分番号１０に掲げる薬剤服用

歴管理指導料の４に係る届出を行

っている保険薬局であること。 

 

十一の三 在宅患者訪問薬剤管理指

導料の注２に規定する厚生労働大

臣が定めるもの 

区分番号１５の在宅患者訪問薬

剤管理指導料を月一回算定してい

るもの 

 

【在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料】 

注１ １及び２について、訪問薬剤管

理指導を実施している保険薬局

の保険薬剤師が、在宅での療養を

行っている患者であって通院が

困難なものの状態の急変等に伴

い、当該患者の在宅療養を担う保

険医療機関の保険医の求めによ

り、当該患者に係る計画的な訪問

薬剤管理指導とは別に、緊急に患

家を訪問して必要な薬学的管理

及び指導を行った場合に、１と２

を合わせて月４回に限り算定す

る。 
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ただし、情報通信機器を用いて必

要な薬学的管理及び指導を行っ

た場合には、在宅患者緊急オンラ

イン薬剤管理指導料として、59点

を算定する。 

 

【麻薬管理指導加算（在宅患者訪問薬

剤管理指導料）】 

注３ 麻薬の投薬が行われている患

者に対して、麻薬の使用に関し、

その服用及び保管の状況、副作用

の有無等について患者に確認し、

必要な薬学的管理及び指導を行

った場合は、１回につき100点（注

２に規定する在宅患者オンライ

ン薬剤管理指導料を算定する場

合は、処方箋受付１回につき22

点）を所定点数に加算する。 

 

【乳幼児加算（在宅患者訪問薬剤管理

指導料）】 

注４ 在宅で療養を行っている６歳

未満の乳幼児であって、通院が困

難なものに対して、患家を訪問し

て、直接患者又はその家族等に対

して薬学的管理及び指導を行っ

た場合は、乳幼児加算として、１

回につき100点（注２に規定する

在宅患者オンライン薬剤管理指

導料を算定する場合は、処方箋受

付１回につき12点）を所定点数に

加算する。 

 

【小児特定加算（在宅患者訪問薬剤管

理指導料）】 

注６ 児童福祉法第56条の６第２項

に規定する障害児である患者又

はその家族等に対して、必要な薬

学的管理及び指導を行った場合

は、小児特定加算として、１回に

つき450点（注２に規定する在宅

患者オンライン薬剤管理指導料

を算定する場合は、処方箋受付１

 

 

 

 

 

 

【麻薬管理指導加算（在宅患者訪問薬

剤管理指導料）】 

注３ 麻薬の投薬が行われている患

者に対して、麻薬の使用に関し、

その服用及び保管の状況、副作用

の有無等について患者に確認し、

必要な薬学的管理及び指導を行

った場合は、１回につき100点を

所定点数に加算する。 

 

 

 

 

【乳幼児加算（在宅患者訪問薬剤管理

指導料）】 

注４ 在宅で療養を行っている６歳

未満の乳幼児であって、通院が困

難なものに対して、患家を訪問し

て、直接患者又はその家族等に対

して薬学的管理及び指導を行っ

た場合は、乳幼児加算として、１

回につき100点を所定点数に加算

する。 

 

 

 

 

 

 

（新設） 
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回につき350点）を所定点数に加

算する。この場合において、注５

に規定する加算は算定できない。 

 

※ 麻薬管理指導加算、乳幼児加算及

び小児特定加算に係る見直しにつ

いては、在宅患者緊急訪問薬剤管理

指導料についても同様。 

 




